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成果の概要/田和慎也 

 

学会名：PRiME2016 (環太平洋電気化学会議) 

発表題目：Fluorolytic sol-gel preparation of a composite of lithium fluoride and iron difluoride as a 

positive electrode material for lithium secondary batteries 

場所：アメリカ合衆国・ハワイ州・ホノルル・ハワイコンベンションセンター 

渡航期間：平成 28 年 10 月 2 日～平成 28 年 10 月 8 日 

 

 京都大学教育研究教育振興財団国際研究集会発表助成・若手を受けて平成 28 年 10 月 2 日～

平成 28 年 10 月 8 日の期間にハワイにて開催された PRiME2016（環太平洋電気化学会議）に

参加させていただいたので、下記の通り成果の概要を報告する。 

 PRiME（環太平洋電気化学会議）は米国電気化学会大会・日本電気化学会秋季大会・韓国電

気化学会秋季大会の合同で 4 年に 1 度ハワイで開催されている。本会議には環太平洋諸国を中

心に世界各国の研究者が多数参加し、電気化学・固体化学に関する講演・討論が行われたが、

私は「Lithium-Ion Batteries」というリチウム二次電池に関するセッションを中心に参加した。

リチウム二次電池はそのエネルギー密度の高さなどから小型電子機器を中心に広く用いられ

ている。最近では電気自動車や再生可能エネルギーの大規模利用に必要な蓄電デバイスとして

さらなる高エネルギー密度化・大型化が求められており、世界中で精力的に研究が行われてい

る。リチウム二次電池を構成する材料のうち負極材料は軽いグラファイトが用いられており高

い蓄電容量を有する一方、従来の正極材料は蓄電容量が低く、新たな正極材料の開発が求めら

れている。 

 今回私はリチウム二次電池の新規正極材料として金属フッ化物系材料に関する口頭発表を

行った。一般的には高エネルギーボールミル処理を行わなければ得られない複合体材料につい

て、液相反応を用いた新たな簡便な作製法を提案した。フッ化物ゾル–ゲル法という、触媒分

野ではすでに広く応用例のある金属フッ化物合成法を適用することで液相反応によりフッ化

リチウム（LiF）とフッ化鉄（FeF2）の複合体を直接得ることができた。本研究で得られた複

合体材料は LiF/FeF2複合体として 1 電子反応の理論容量通りの充放電容量を示し、従来の正極

材料以上の高いエネルギー密度を示すことを報告した。X 線回折測定や X 線吸収分光測定を用

いた分析により、充放電中の反応機構も考察し、従来のフッ化鉄系材料とは異なる反応機構に

より充放電が進行することを示し、さらなる高性能化のためには充放電作動温度を上げること

などが必要であることを提案した。発表後の質疑応答の時間において、充放電中の反応機構や

電解液への化学種の溶出について質問を受け、その後の休憩時間中にも質問者とより詳しいデ



ィスカッションを行うことができた。 

 「Lithium-Ion Batteries」のセッションでは、従来の正極材料の劣化機構や反応機構について

の新たな知見に関する報告のみならず、新規な正極材料としてリチウム過剰系正極材料につい

ての報告が多く行われていた。新たな分析手法なども組み合わせた興味深い発表を拝聴するこ

とができ、今後の研究の発展に関して多くの成果が得られたと考えている。 
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